ヒドラの形態形成と周期信号 by 安藤 浩司 & ANDO Hiroshi
ヒドラの形態形成 と周期信号
安 藤 浩 司*




The tissue of hydra without head and foot of the mutant strain of
Hydra magnipapillata(reg-16)which has a reduced head regenerative
capacity was subjected to repeated electrical pulse stilnulation during
the arst 24 hours of regeneration, Pulses with the interval of about
30seconds signiicantly increased the rate of normal head regeneration
of reg-16. Pulses with shorter or longer interval had virtually no
effect,
This observation suggests that some type of periodic signal(Good、vin,
1976)plays a rOle in hydra regeneration, and that the mutant strain
reg-16 has a defect in this signaling mechanislm.Depending on the
mode of its application, periodic electrical pulses may repair this






























































































頭部切除後 7日間にわたって 1日1回再生 した触手の本数を観察記録 し、そ
の平均値の時間変化を示 したものである。105の場合は、頭部切除後 2日目
で既に元とほぼ同じ本数の触手を再生 しており、その後徐々に触手の数は増
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パルスは自発的には発生 しない。 しか 図5 神経無ヒドラ(里.attenuata)にお
しこのヒ ドラは正常に再生を行 うこと ける内胚葉の収縮波の伝播
ができるとい うことから、収縮電気パ (bar=0.5mm、1分間隔 文献7より転載)
ルスは再生には直接は関与 していない
とい うことが考えられる。更にこの神経の無いヒ ドラ (Hydra attenuata)
の様子が、Campbel17)により微速度写真ケ最影装置を用いて観察 され、図 5
に示 した様な神経細胞によらない内胚葉 自身 (筋肉繊維は環状に伸びている)
の収縮の波が伝播 してい く様子が明らかになった。その周期は数分で、伝播
速度は10～100 μ m/min。であった。 このように神経の無いヒ ドラで も再生
することができるとい うことから、この内胚葉の収縮の波の伝播が再生に関
与 している可能性が十分に考えられる。
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